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和訳「ラリタヴイスタラ（改訂版)」 （第22-23章）

外薗幸一

まえがき

本稿は前号（鹿児島国際大学『国際文化学部論集』第21巻2号）に掲載した和訳「ラリタヴイス

タラ （改訂版)」 （第21章)」に引き続くものである。 「第19巻1号」 （本シリーズ冒頭の号）所載の

和訳「ラリタヴイスタラ （改訂版） （第1-3章)」の「まえがき」に記載したように，筆者は， す

でにラリタヴイスタラ全27章の初訳を一応完了しているのであるが， もう少し読み易い和訳にする

ことを目標に「改訂版」を作成することにした。そして， これまでに第1章から第21章までを発表

したので，今回はそれに続く形で， 第22章と第23章を掲載する。なお， 第22~27章は，拙著「ラリ

タヴイスタラの研究下巻』の「第三部」に掲載したので， これらの章は『下巻』を底本とするこ

とになる。

略号

方広＝「方廣大荘厳経』 （大正新脩大蔵経187). ChineseTranslationoftheLalitavistara

普曜＝『普曜経』 （大正新脩大蔵経186). AChineseTranslationofthe(old)Lalitavistara

『佛教大辞典』 ＝ 『望月佛教大鮮典（増訂版)』 （昭和32年増訂版，世界聖典刊行協会）

『梵和大辞典』 ＝荻原雲来編「漢訳対照梵和大辞典』 （昭和53年講談社）

『佛教語大辞典』 ＝中村元『佛教語大辞典」 （昭和56年，東京書籍）

『上巻』 ＝外薗幸一『ラリタヴイスタラの研究上巻』 （平成6年，大東出版社）

『中巻」 ＝外薗幸一『ラリタヴイスタラの研究中巻』 (2019年2月，大東出版社）

『下巻』 ＝外薗幸一『ラリタヴイスタラの研究下巻』 (2019年10月，大東出版社）

BHSG=B"dd"sra'6"‘Stz"sﾙγ〃Gγα"""αγα"JDic"0"α心)Vol. I :Grammar,byFEdgerton,

NewHaven, 1953.

BHSD=Ditto,Vol. II :Dictionarv.

括弧符号の使い分け

和訳の文章中において用いる括弧は， 原則として， 次のように区別する。

1. 「 」は． 会話文を示すために用いる。

2 （ ）は，直前の言葉を， 別の言葉で言い換えるために用いる。

3． ［ ］は，訳文を補充して。意味をはっきりさせるために用いる。

4 〈 〉は，特殊な複合語や，重要な熟語を示すために用いる。

5 《 》は，東大主要写本に原文が欠落しているが，挿入すべきである部分の訳文に用いる。

6 〔 〕は，東大主要写本に原文が挿入されているが， 削除すべきである部分の訳文に用いる。

7 【 】は，諸写本に混乱があり， 削除すべきか挿入すべきか確定しがたい部分の訳文に用いる。

＊なお， 第22章から第27章までの訳文の左端に付してある数字(208~484)は， 『下巻』第二部（本

文校訂）における梵語原文のページ数を示すものである。
’

キーワード：ラリタヴイスタラ‘ 仏伝文学，大乗仏教，混清梵語仏教思想
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国際文化学部論難第21巻第3号(2021年1月）

｢ラリタヴイスタラ』 （大遊戯経）

第22章（成正覚品)イ

とげ ばつじよ

かくして，実に比丘らよ’菩薩は敵なるマーラ （悪魔）を打ち破り，鰊2 ［なるもの］を抜徐し，
さんがい き し どうばん かか もろもろ しやり

戦闘の前線にて勝利を得て，傘蓋・旗幟･ llfil'勝を掲げたり。 ［また］諸の愛欲を捨離し，諸の悪・
じん し おんり

不善の法より離れ,尋3 （粗大なる表象作用）あり伺4 （微細なる表象作用）ありて，遠離より生じた
き らく しょぜん

るく喜・楽〉を有するところの初禅（四禅定5の第一段階）に達して［その境地に］住したり。 ［また］
じん し しず ちょうじよう ひと むじん む し

彼は尋と伺とを鎮め， 内心を澄淨ならしめ，心［の所念］ を一つに集中して，無尋・無伺にして，
さんまい き らく

三昧より生じたるく喜・楽〉を有するところの第二禅に達して［その境地に］住したり。 ［次に］《彼
しゃ しようねん しようち らく

は6》喜への欲を離れて，捨7 （苦楽を離れた平静なる心）に住しつつ，正念･正知にして8，身体に楽
せいけん らく しじゆう しや

を感受せり。諸の聖賢が「それ，正念ありて，楽に止住する捨［の心境］なり」と説けるところの，
き

喜を離れたる第三禅に達して［その境地に］住したり。 ［さらに］彼は楽を捨て， また， すでに苦
ゆえつ うしゆう とも めっきやく ふ く ふらく しや ね人

をも捨てて，愉悦と憂愁とを共に滅却しⅢ不苦・不楽にして，捨も念も清淨なるところの， 第四善

に達して［その境地に］住したり。
にゆうじょう

それから菩薩は， かくの如く入定せるところの，極めて清淨にして甚だ純粋なる， 明浄なりて煩

悩なく$随煩悩， (小煩悩)をも離れたる,柔軟にして織凱たる!側,動揺することなき心をもって‘
ずいぼんのう

しょやぶ入 てんげ人 ちけ人 みようち げんしよう はつよう けい

初夜分! ！ （夜の最初の部分）において、天眼による'2智見の明知を現証するために，心を発揚し傾
ちゅう

注せしめたり。
ちょうしゆつ もるもろ しよ

その時，菩薩は． 極めて清淨なる， 人間をはるかに超出せる天眼を以て，諸の衆生を観察し，諸
しゆじよう ゆ き みに<

衆生が。死に行き生まれ来たり，美しき容色あり ［あるいは］醜き容色あり，幸運なる［あるいは］
ごう てんしょう りょうち

不運なる，劣等なる ［あるいは］優秀なるものありて'3, [各自の］業に従って転生するを了知した
あくぎよう <：ゆう

り。 「さても，哀れなるかな。これらの［劣悪なる］衆生は， 身体による悪行を具有し，言語と心
もろもろせいけん ひぼう じゃけん と ごう じゅじ

意とによる悪行を具有し，諸の聖賢を誹誇せる，邪見の徒なり。彼らは邪見の業【法M】 を受持せ

208

210

！ 方広にも 「成正礎品」と訳されている。

2 「鰊」 (kantaka)は方広には「毒刺」と訳されている。

3 「尋」 (vitarka) とは「尋求」の義であり‘ 「対象について概観する心の活動」 「探究的な粗大な心のはたらき」をいう。

’ 「何」 (vicara) とは「伺察」の義であり， 「細かに事物を考察させる心のはたらき」「観察的な微細な心のはたらき」をいう。

尋と伺とは対の概念であり 「尋は対象を*'1<考えることで， 伺は対象を微糸|}|に考察することである」 （｢佛教語大辞典」

797頁「尋伺」参照)。

。 「llq禅定」については， 第20巻第1号所戦の拙訳（註158) を参照されたい。

I， 「彼は」 (sa)は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。

7 「捨」 (upekSaka) とは「楽でも苦でもなく， 善くも悪くもないというように．物事に対するかたよりがなく，心が平等

でざわつかないこと」である。 「一切のものに対する執著を捨てた平静なる境地」であるから「拾」という。

8 「正念」 と 「正知」については． 第19巻第4号所載の拙訳(3t5)を参照されたい。

9 「随煩悩」 (upakleSa) とは「根本煩悩に|随伴する第二次的煩悩」を指す。

'0「活溌溌地たる」 (karmanye-sthita) とは「禅者のはたらきが溌刺として活気に満ちているさまの形容」である（『佛教語

大辞典』 180頁参照)。

皿「初夜分」とは「夜を三分した最初の部分」であり， 午後6~9時ごろに当たる。

!。「ﾄﾞ巻』には「天''1により」と訳したが， 「天眼による」に訂正するc

'3チベット訳には「劣等なる ［あるいは］優秀なるものありて」に当たる訳文がない。

!‘! 「法」 (dharma)は, T5以外の写本に挿入されているが， チベット訳には該当訳語が見当たらないので． 削除すべきかも

しれない。
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トI1訳「ラリタヴイスタラ （改訂版)」 （第22~23章）

みようじゆう のち あくしゆ あくどう

るが故に身体が減して命終せる後に，悪趣・悪道に転落し，諸の地獄に生まれる。 しかし， これ
ぜんぎよう

らの尊敬すべき'5 [他の］衆生は， 身体による善行を具有し，言語と心意とによる善行を具有し，
しようけん

諸の聖賢を誹誇することなき．正見の徒なり。彼らは正見の業【法'6】 を受持せるが故に， 身体が
ぜんしゆ

減したる後に，善趣なる光明世界の，諸の天界に生まれる'7。

かくの如く，実に， ［菩薩は］極めて清淨なる， 人間をはるかに超出せる天眼を以て， 死に行き

生まれ来たり， 美しき容色あり ［あるいは］醜き容色あり，幸運なる ［あるいは］不運なる，劣等
ごう

なる ［あるいは］優秀なるものありて， ［各自の］業に従って転生する，諸の衆生を観察したり。
あ人みよう

かくの如く ，実に比丘らよ’菩薩は初夜分において明知を現証し，暗冥を減し，光明を生ぜしめた

り。

それから菩薩は， かくの如く入定せるところの，極めて清淨にして甚だ純粋なる， 明浄なりて煩
ずいぼんのう かつばつぱつち ちゅうやぶん

悩なく， 随煩悩をも離れたる，柔軟にして活溌溌地たる，動揺することなき心をもって， 中夜分'8
しゆくみよう そうき

(夜の中間の部分）において， 宿命（過去世の生存） を想起する智見の明知を現証するために，心

を《発揚し'9》傾注せしめたり。彼は自らの， また他の衆生の，種々なる宿命を想起したり。すな
いちしよう

わち，一生を， また二［生] ’ 三［生] ’ 四［生]’五［生]’十［生]，二十［生]，三十［生]’ 四
コーティー

十［生]，五十［生20]’ 百生，千生21, 百千（十万）生を､ また無数の百千生を， また拘岻生を， ま
コーテイー コーテイー コーティー コーティーナユタ

た百拘祗生を， また干拘岻生を， 《また百千拘岻生を, 22》また拘砥那由多生を， また無数の百
コーティー コーティー コーティー コーティーナユタ

拘岻生を。 また《無数の千拘砥生を, 23》また無数の百千拘服生を， また無数の百千拘岻那由多
ないし えこう じようこう

生を， 乃至壊劫（世界が破壊する時期） を， また成劫（世界が生成する時期）を， また壊劫と成

劫とを， また無数の壊劫と成劫とを想起したり。 「われは， かくかくなるところに住したり。名前
しゅしよう

はかくの如し，種姓24はかくの如し，血統はかくの如し， 階級（カースト）はかくの如し，食物は

かくの如し，寿命はかくの如し，所住の期間はかくの如し， 楽と苦との感受はかくの如し， われは

そこより死没して， かくかくなるところに生まれたり。 《[また］そこより死没して， かくかくなる
そうぼう

ところに生まれたり｡25》［さらに］そこより死没して， ここに生まれたり」と。相貌（姿形）を含め
ほうしよ

[また］方虎26も含めて， 自らの， また一切衆生の，種々なる宿命を想起したり。

それから菩薩は， かくの如く入定せるところの，極めて清淨にして甚だ純粋なる， 明浄なりて煩
ずいぼんのう かつばつぱつち ごやぶん

悩なく，随煩悩をも離れたる，柔軟にして活溌溌地たる，動揺することなき心をもって，後夜分27

212

l5チベット訳には「尊敬すべき」 (bhavantah)に当たる訳語がない。

'6「法」 (dharma)は, T5,N3,H以外の写本に挿入されているが， チベット訳には該当訳語が見当たらないので， 削除すべ

きかもしれない。

l7チベット訳は「生まれる者たちなり､ と了知したり」という意味の訳文になっている。

18「中夜分」とは「夜を三分した中間の部分」であり． 午後9時～午前1時ごろに当たる。

'9「発揚し」 (abhinirharatisma)は東大主要写本に欠けているが，文脈上もチベット訳によっても挿入すべきである。

2Oチベット訳には、 「生」 (jati)に当たる訳語(skyeba)がある。

2！ 「下巻」には「百［生]’千［生]」と誤記したので． 「百生，千生」に訂正する。

22《 》内の脱文(jatikotiSatasahasranyapi)は全写本に欠落しているが‘ チベット訳によれば挿入すべきである。

23《 》内の原文(anekanyjatikotiSatasahasrany) については、 諸写本に混乱が見られ， 東大主要写本にはanekany

jatikotlの部分が欠けているが、 チベット訳によれば挿入すべきである。

24 「橦姓」 (gotra) とは「家族の姓（氏族名)」を意味する。

25《 》内の原文は東大主要写本に欠けているが． チベット訳によれば挿入すべきである。

26「方虚」 (uddeSa) とは「場所：地域；地方」の意である。

27「後夜分」とは「夜を三分した最後の部分」であり．午前l～5時ごろに当たる。
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国際文化学部論莱第21巻第3号(2()21年1月）

ぎようてん ぐおん じゅうき

（夜の最後の部分）の暁天明けそめるころ， ［夜明けを告げる］鼓音の鳴る前に，苦と集起28 （苦の
ろじん

発生） とを消滅せしめ，漏尽の29 ［煩悩を断じ尽くす］智見の明知を現証するために，心を《発揚

214 し30》傾注せしめたり。彼（菩薩）はかくの如く思念せり。 「ああ， この世間は苦悩に陥りたり。す
お

なわち， 生まれて， 《老い, 31》死に，消滅しては［再び］出現する。 しかもなお，老・病・死をは
く うん

じめとする､ この，大なる苦蕊（苦の集積）にすぎざるものから脱出することを知らざるなり。 ま

ことに哀れなるかな，老・病・死をはじめとする， この，大なる苦穂にすぎざるところの全てを終
どう

減せしめる道（方法）が知られざるとは」 ［と]◎
えん

それから，菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに老･死はありや。また，老･死の縁（原
しよう

因）は何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「生があるときに老・死は生ずる。実に，老・

死は生を縁とする」 ［と]。

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに生はありや。 しかしてまた，生
う

の縁は何か」［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「有32 （生存）があるときに生は生ずる。また，

生は有を縁とする」 ［と]。

それから，菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに有はありや。 しかしてまた‘ 有の縁は
しゅ

何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「取33 （執着）があるときに有は生ずる。また，有は

取を縁とする」 ［と]。

それから，菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに取はありや。 しかしてまた，取の縁は
あい かつあい

何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「愛（渇愛）があるときに取は生ずる。また，取は

愛を縁とする」 ［と]。

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに愛はありや。 しかしてまた，愛
じゅ

216の縁は何か｣[と]。彼にかくの如き思念が生じたり。「受(感受)があるときに愛は生ずる。《また, 34》

愛は受を縁とする」 ［と]。

それから， さらにまた菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに受はありや。 しかして【ま
そく

た35】 ，受の縁は何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「触（対象との接触）があるときに

受は生ずる。 また，受は触を縁とする」 ［と]。

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに触はありや。 しかしてまた， 触
る〈しよ

の縁は何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「六処36 （感覚と知覚の六機能）があるときに

2s「集起」 (samudaya) とは「諸縁が集まって起こること」であるが，特に「苦の発生」を意味する。

29「漏」は「煩悩」の異名であり， 「煩悩を|新じ尽くすこと」を「州尽」といい． 「漏尽に至ったことを知る智」を「掘尽通（ろ

じんずう)」という。

30「発揚し」 (abhinirharatisma)は東大主要写本に欠けているが．文脈上もチベット訳によっても挿入すべきである。

3! 「老い」 (jiryate)は東大主要写本に欠けているが，文脈上もチベット訳によっても挿入すべきである。

33「有」 (bhava) とは「生死輪廻が続いて因果が尽きることのない迷いの生存状態」であり， 「欲界の生存（欲有)」 「色界

の生存（色有)」 「無色界の生存（無色有)」という 「三有」がある。

33「取」 (upadana) とは「執着し、 欲求してやまない心のはたらき」であり， 「取著」 とも訳される。取著は「執着の念。

心の外においては対象を実有とみなし， 身においては我あI)と執着し，我所すなわち，我のはたらきを執すること」と説

明される （『佛教語大辞典」 622頁参照)。

34 「また」 (ca)は東大主要写本に欠けているが，文脈上， これを挿入すべきである。

35「また」 (ca)は写本T3には欠落しているが，他の写本にはある。

36 「六処」 (sad-ayatana)は「六入（ろくにゅう）」とも呼ばれる。 「対象を捉える感覚・知覚の六機能」であり． 「視覚（眼) ･

聴覚（耳） ．嗅覚（鼻） ・味覚（舌） ・触覚（身） ・知覚（意）の働き」をいう。

J､／、′、
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和訳「ラリタヴイスタラ （改訂版)」 （第22~23章）

触は生ずる。実に，触は六処を縁とする」 ［と]。

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに六処はありや。 しかしてまた，
みよう しき

六処の縁は何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「名（意識の対象） と色（感覚の対象）
みようしき

があるときに六処は生ずる。実に，六処は名色37を縁とする」 ［と]。

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに名色はありや。 しかしてまた，
しき

名色の縁は何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「識（認識作用）があるときに名色は生

ずる。実に， 名色は識を縁とする」 ［と]。

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに識はありや◎ しかしてまた，識
ぎよう

の縁は何か｣[と]。彼にかくの如き思念が生じたり。「行38(心の造作活動）があるときに識は生ずる。

実に，識は行を縁とする」 ［と]。
もろもろ

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに［諸の］行はありや。 しかして
むみよう

218 また，行の縁は何か｣[と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「無明（根本的無知）があるときに［諸

の］行は生ずる。実に，行は無明を縁とする」 ［と]。

かくして，実に比丘らよ’菩薩はかくの如く思念せり。 「無明を縁として諸の行あり。行を縁と

して識あり。識を縁として名色あり。名色を縁として六処あり。六処を縁として触あり。触を縁と

して受あり。受を縁として愛あり。愛を縁として取あり。取を縁として有あり。有を縁として生あ

り。生を縁として老・死・憂愁・悲歎・苦悩・落胆・迷乱等が生じる。かくの如くにして， この，
く うん

大なる苦穂（苦の集積）にすぎざるところのものが生起する」 ［と]。
しようき

比丘らよ， 「[あれが］生起し， ［次に， これが］生起する」 と， かつて聞かれたることなき諸法
しようち ほう げん みようち

を正しく思惟し，繰り返し吟味することにより､菩薩に正智が生じ， ［法］眼が生じ， 明知が生じ，
えいち け人りよ ちえ

叡智が生じ， 賢盧が生じ， 智慧が生じ，光明が出現したり。

《それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり｡39》「何がなければ，老・死は生じざるや。あるい
しよう

は，何の減によって老・死は減するや」と。彼にかくの如き思念が生じたり。 「生がなければ老・

死は生ずることなし。生の減によって老・死は減する」 ［と]。
しよう

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何がなければ，生は生じざるや。あるいは，何
う

の減によって生は減するや」 と。彼にかくの如き思念が生じたり。 「有がなければ，生は生ずるこ

となし。有の減によって生は減する」 ［と]。

それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何がなければ」云々と， ［途中の］詳細は略して
ぎよう

220 「諸の行は生じざるや。あるいは，何の減によって行は減するや」 ［と]。彼にかくの如き思念が生

じたり。 「無明がなければ,諸の行は生ずることなし。無明の減によって行は減する。行の減によっ

37「名色」 (namarUpa)は「古ウパニシャッドにおいて現象世界の名称(naman) と形態(rupa) とを意味した」が． これ

が仏教にとり入れられ「名は個人存在の精神的な方面色は物質的な方面を意味すると解せられた」のであり．十二因縁

の中での名色とは「精神的な名と物質的な色との複合体」 「個体的存在としての五穂の全体」をさす（｢佛教語大辞典』

1300頁参照） と説明される。 しかし， ここではむしろ古ウパニシャッドに近い理解として， 「名」は「意識の対象として

の精神活動」を， 「色」は「感覚の対象としての物質存在」を指すものと解釈する。

38 「行」 (samskara) とは「生滅変化する現象世界を不変の実在であるかの如く妄想し． それに執著して起こす意志作用」

であると思われるが． 「十二,天,縁の系列に数えられるときには，過去世に行なった善悪の行為をさす語」 ともされる （｢佛

教語大辞典』241頁参照)。 「下巻』には「行（行為および行為経験の集積)」 と訳したが． 「行（心の造作活動)」に訂正す

る。

39《 》内の原文(athabodhisattvasyapunaretadabhavat)は全写本に欠落しているが・文脈上もチベット訳によっても．

これを挿入すべきである。
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て識は減する」云々と， ［途中は］略して， 「生の減によって老・死・憂愁・悲嘆・苦悩・落胆・迷
く うん

乱等は消滅する。かくの如くにして， この，大なる苦穂（苦の集積）にすぎざるところのものは消

滅する」と。

《かくして，実に40》比丘らよ’ かつて間かれたることなき諸法を正しく思惟し，繰り返し吟味す

ることにより，菩薩に浦が生じ, ［法]眼が生じ,職iが生じ,灘が生じ, 《雛が生じ｡弧》脅
ほう げん

え によじっ

慧が生じ，光明が出現したり。比丘らよ・ われは． その時， 「これは苦なI)」 と， 如実に了知せり。
ろ しようき

「これは漏（煩悩）の生起なり。これは漏の消滅なり。 これは漏の消滅に至る道なり」 と，如実に
う むみよう

了知せり。 「これは愛欲にまつわる漏なり。これは有（生存）にまつわる漏なり。これは無明にま

つわる漏なり。これは見解（思想）にまつわる漏なり。ここにおいて，漏（煩悩）は余すところな
うんさんむしよう

〈雲散霧消して，滅尽に帰する」と42。 「これは無明なり。これは無明の生起なり。これは無明の消

滅なり。 これは無明の消滅に至る道なり」 と，如実に了知せり。 「43ここにおいて，無明は余すと
ぎよう

ころなく雲散霧消して‘滅尽に帰する」云々と， ｜司様に［途中は省略］ して， 「これは諸の行なり。

これは行の生起なり。これは行の消滅なり。これは行の消滅に至る道なり」 と，如実に了知せり。
しき

「これは識なり。これは識の生起なり。これは識の消滅なり。これは識の消滅に至る道なり」 と，
みよう しき みようしき

222如実に了知せり。 「これは名と色なり。これは名色の生起なり。これは名色の消滅なり。これは名
ろくしよ

色の消滅に至る道なり」 と，如実に了知せり。 「これは六処なり。これは六処の生起なり。これは
そく

六処の消滅なり。これは六処の消滅に至る道なり」 と， 如実に了知せり。 「これは触なり。これは

触の生起なり。これは触の消滅なり。これは触の消滅に至る道なり」と， 《如実に了知せり｡44》「こ
じゆ

れは受なり。これは受の生起なり。これは受の消滅なり。これは受の消滅に至る道なり」と45。 ［ま
あい

た]「これは愛なり。これは愛の生起なり。これは愛の消滅なり。これは愛の消滅に至る道なり」と。
しゅ

［また]「これは取なり。これは取の生起なり。これは取の消滅なり。これは取の消滅に至る道なり」
つ

と。 ［また］ 「これは有なり。これは有の生起なり。これは有の消滅なり。これは有の消滅に至る道
しよう

なり」と。 ［また］ 「これは生なり。これは生の生起なり。これは生の消滅なり。これは生の消滅に
ろう

至る道なり」と。 ［また］ 「これは老なり。これは老の生起なり。これは老の消滅なり。これは老の
し

消滅に至る道なり」と。 ［また］ 「これは死なり。これは死の生起なり。これは死の消滅なり。これ

は死の消滅に至る道なり」 と， 如実に了知せり。 「これらは憂愁･悲嘆･苦悩・落胆･迷乱等にして，
く う人 ないし

かくの如くにして， この，大なる苦穂（苦の集積）にすぎざるところのものが生起し， 乃至消滅

する」 と，如実に了知したり。 「これは苦なり。これは苦の生起なり。これは苦の消滅なり。これ

224は苦の消滅に至る道なり」と，如実に了知したり。
ごやぶん ぎょうてん

かくの如く， まさに比丘らよ’菩薩によって，後夜分（夜の最後の部分）の暁天明けそめるころ，
〈おん じんし ぜんし けつ し

［夜明けを告げる］鼓音の鳴る前に， 人士（立派な人) ， 善士（正善なる人) ，傑士（傑出した人) ，
だいし おうしし ぞう し し し し

大士（偉大なる人) ，牡牛士（牡牛のような人) ，象士（象のような人)，獅子士（獅子のような人)，

10「かくして，実に」 (itihi)は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。

'」 「賢慮が生じ」 (medh6dapadi)は東大主要写本に欠けているが， 文脈上もチベット訳によっても． これを挿入すべきであ

る。

'2チベット訳には「～と」 (iti)に当たる訳語はない。

'3 「下巻」にはカギ括弧（｢） を付け忘れているので，補足する。

''1 《 》内の原文は東大主要写本に欠落しているが， チベット訳によれば挿入すべきである。

l5この箇所以降の6箇所において． 「如実に了知せり」 (yathabhntamajnasi5am)は．既刊校訂本には挿入されているが，
東大主要写本にはなく， チベット訳にも相当訳文が見当たらないので， 削除すべきである。
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さいしようし ゆうけんし ゆうもうし きこうし れん

最勝士（最勝なる人)，雄健士（雄健なる人)， 勇猛士（勇猛なる人)，貴公士（貴い家柄の人) ．蓮
げし ぴやくれんし じゅうたんし し､じょうじようごし

華士（蓮華のような人)， 白蓮士（白蓮のような人)，重担士（重荷を担う人)，無上調御士（最高
しょうち

の調御者たる人）によって，かくの如き ［すぐれた］性質の46,神聖なる正智をもって知らるべき，
えと〈 しようけん げ人しよう

会得せらるべき，達成せらるべき，照見せらるべき，現証せらるべきところのものは何であれ， そ
しんね人 いちせつな こおう ち え むじようしようとうがく しようとく

の全てが心念の一刹那（一瞬の心の思い） と呼応するところの智慧をもって，無上正等覚が証得せ
さんみよう てんげんつう しゆくみようつう ろじんつう

られ． 三明（天眼通・宿命通・漏尽通）が獲得せられたり。
さん

そこで,比丘らよ’天神たち47は言えり。「諸君花を散ずべし。世尊は正等覚を得られたり」[と]・
ずい

その時， そこに来集せる， 過去の仏陀を見たところの天子たち，彼らは言えり。 「諸君世尊が瑞
そう げん

相を現じたまうまで， しばらく花を散ずることなかれ･過去の正等覚者（仏陀） もまた，瑞相を現
じんぺん けげん

じ，神変を化現したまえり」 ［と]・

その時，実に比丘らよ’如来は，かの天子たちが当惑せるを知って， 七ターラ樹の高さにまで空
しじゆう

中に上昇し， そこに止住（静止） して。次のウダーナ（感興の句)｡'8を唱えたり。
じんあい

l≦19． ［生死輪廻の］道は切断せられ，塵竣は鎮められたり。
もろもろ ろ こかつ ろぜつ

諸の漏（煩悩）は枯渇し，再び漏泄することなし。

切断せられたる道に［再び50］戻ることがなきが故に，
へんざい

これは苦の辺際（終極） と呼ばれるなり， と。

226

ま

そこで， かの天子たちは天界の花を如来に散じたり。そして，膝の高さにまで天界の花が撒き散

らされたり。
しようがく

比丘らよ’ かくして。 如来が正覚5'を現証せる時，盲暗は消滅し， 渇愛は浄化せられ，邪見は捨
てんばく ほど きょうまん

離せられ，諸の煩悩は撃退せられ， ［苦悩の］矢は抜除せられ,纒縛は解かれ,僑慢の旗は降ろされ、
ずいめん しんによ しんじつざい

法の旗が掲げられ，諸の随眠52は明らかにせられ53,法の真如54は了知せられ.真実際55 （実在の極限）
ほつかい あ人りゆう しようしょうじようじゆ

は覚知せられ，法界（全世界）は遍知せられ,衆生界は安立せしめられ，正性定聚56は称揚せられ，
じゃしょうじようじゅ ふじょうじゆ しょうじゆ しょこん

邪性定聚57は非難せられ，不定聚58は攝受せられ．衆生の諸根は安立せられ59,衆生の諸行は遍知
かんろ

せられ,衆生の病と〔衆生の60〕治病法は覚知せられ,甘露なる医薬の処方を完成せる医王が出現し，

46チベツ卜訳には「かくの如き性質の」 (evambhutena)に当たる訳語はない。

'7 「天神たち」 (deva)は， チベット訳では「天子たち」 (lhahiburnams) となっており．梵文と合わない。

'8ウダーナ(udana :憂陀那） とは「感嘆の詩（仏が感興に乗じて説いた詩の文句)」であり’ 「無間自説」 （問われないの

に仏が自ら税いた） と漢訳される （｢佛教語大辞典』92頁参照)。

'9この偶は． チベット訳では散文訳になっている。

5りチベット訳には「再び」に当たる訳語(yan)がある。

5】 『下巻』には「等覚」と訳したが「正覚」に訂正するc’

52「随眠」 (anuSaya) とは「内心に潜んだ悪への傾向」「表面に現われた煩悩に対して’ まだ表面化しない煩悩」を意味する。

53チベット訳は「諸の随眠は抜除せられ」 という意味の訳文になっている。

54「真如」 (tathata) とは「ありのままのすがた」 「普遍的な真理」の意である。

55 「真実際」 (bhutakoti) とは「真実の辺際」 「究極の真理」の意である。

56 「正性定聚」 (samyaktva-niyata) とは「三定聚の一つである正定聚をいう。必ず未来に善い果報があり． IILI向四果などを

得ると決定されている人びと」である （『佛教語大辞典」 701頁参照)。

37 「邪性定聚」 (mithyatva-niyata) とは「三定聚の一つである邪定聚」をいい， 「決してさとることのない衆生」とされる。

弱「不定聚」 (aniyata-raSi) とは「三定聚の一つ」であり． 「正とも邪とも決定されておらず．縁次第で迷悟いずれにでも向

かう衆生」である。

59チベッ卜訳は「諸根は子細に観察せられ」という意味の訳文になっており。梵文と合わない。

6()この「衆生の」 (sattva)は，諾,二,｣本，諸写本に挿入されているが．文脈上不要であり‘ チベット訳にもそれに当たる訳
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一切の苦より解脱せしめ61 ,浬藥の楽に安住せしめ62,如来の胎蔵63｡ [すなわち］如来の法王の《偉大
そうはく ほつかい

なる座に64》坐し，解脱の繪帛は結ばれ65,一切智の都城に入り，一切の仏陀と親しく交流し，法界

全体66の証得において［諸仏と］差別なき者となれり。比丘らよ’ 如来は， ［成道後］最初の七日

間を、正にこの菩提の座に坐し続けたまえり。 「今や， 〔われは無上なる正等覚を証得したり｡67〕わ
しじゅう

れは，始終なき68生・老・死の苦を終滅せしめたり」と ［思念しつつ]。
いつさいち せつな

実にまた，比丘らよ’菩薩が一切智を獲得するや否や， その時まさにその刹那に，十方におけ
しゆゆ しふく

る， 一切の世界の，全ての衆生はその刹那， その瞬間， その須爽の間に最高の至福に満たされ

たり。 また， 一切の世界は， 偉大なる光明に照らされて， かの， 苦痛に満ちた， 悲'|参なる，
せかいちゅうげ人

世界中間なるところの暗黒もまた，云々と，上述の如し。また69, 十方における一切の世界は，六

種に震動し，激しく震動し， あまねく震動せり。揺れ，激しく揺れ， あまねく揺れたり。動き，激

しく動き， あまねく動けり。動揺し，激しく動揺し， あまねく動揺せり。響き，激しく響き， あま
げんしよう

ね〈響けり。轟き。激しく轟き， あまねく轟けり。また，一切の仏陀は，正覚を現証せる如来に対
よきかな もろもろ さんがい

して「善哉」との讃辞を発したり。 また，諸の法の傘蓋を奉献せり‘，それらの法の傘蓋［が合する
ほうがい へんぶく

こと］によって， この三千大千世界は，一つの宝蓋に遍覆せられたり70.また，それらの7'宝蓋より，
あみ むりようむすう

かくの如き種類の，光明の網が出現したり。 ［すなわち］それらによって， 十方の無量無数の世界
しようち

が照らされて， 十方の菩薩たちと天子たちは歓喜の声を発したり。 「賢明なる衆生の蓮華が， 正智
けが だぃひ ほつかい

の池に生起し，世間の法に汚されずして成長したり。大悲の雲が沸き起こり，法界の宮殿72に遍満
きょうけ うじよう ぜんどん じようしん

し，教化すべき73有情の医薬たる法雨にして。 一切の善根の種子を発芽させ，浄信の芽を成長させ
げだつ みの

て，解脱の果を実らせるところの雨を降らしむくし」 と。

そこで，かくの如く言われる。

2．実に， かの人中の獅子なる者が， マーラ （悪魔） を軍勢もろともに制圧し，
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語はないから， 削除すべきである。

6!チベット訳は「解脱せしめる者と成り」という意味の訳文になっている。

62チベッ卜訳は「安住せしめる者と成り」という意味の訳文になっている。

{;3「如来の胎蔵」 (tathagatagarbha)は方広に「如来蔵」と訳されているが。 『國諜一切経」 （本縁部九）の当該部分の註(180

頁註32）には「普通に佛性真如の煩悩中にあるを如来蔵といふも． ここは次の智慧城に対照するに， 如来の寶蔵などの意

に解すべし」と記されている。

64 「偉大なる」 (maha) と「座に」 (asana)は東大主要写本に欠落しているが， 文脈上もチベット訳によっても‘ これらを

挿入すべきである。

6ヨチベット訳は「解脱の方便は獲得せられ」という意味の訳文になっているが，方広は「結解脱繪」と訳している。 「繪帛」

とは「きいのひも」であり， 「王位をあらわす冠飾のひも」を指す。

66チベッ卜訳にはprasara (全体）に当たる訳語はない。方広には「|司諸如来清淨法界」と訳されている。

67 〔 〕内の原文(mayanuttarasamyaksambodhirabhisambuddha)は， チベット訳に相当訳文が見当たらないから削除す
べきである。この原文は後代の追加と思われる。

6s「始終なき」 (anavaragra) とは「始まりも終わりもない」の意であり (cfBHSD) , 「無窮なる輪廻」を意味すると思わ

れるが． チベット訳では「無始なる」 (thogmamedpa) となっている。 この梵語に対応するとされるパーリ語の

anamatagga(an-amata-agga)は「その始めが量られざる；無始の；無窮の」の意であるとされる（水野弘元『パーリ語辞典｣．

春秋社, 1995 <二訂>, 14頁）ので． 「果てしなく永続する」 という意味では’梵文もチベット訳も同じなのかもしれない。

6，チベット訳には「また」 (ca)に当たる訳語はない。

70この部分は‘方広には「其諸寶蓋合成一蓋。遍覆十方三千大千世界」と訳されている。

7! 「それらの」 (tebhyaS)は複数形であるが， チベット訳では「その」 (de) と単数形で訳されており，梵文と合わない。

72「法界の宮殿」 (dharmadhatu-bhavana) とは「法性のあらわれである全世界を如来の住する宮殿に見立てたもの」と考え
られる。 『下巻』には「法界の住処」と訳したが． 「法界の宮殿」に訂正する。

73vineyaは「教化すべき （弟子)」の意である。方広には「堪受教法者」と訳されている。
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和訳「ラリタヴイスタラ （改訂版)」 （第22~23章）

また， 師たる者（釈迦牟尼）が禅定の楽に専念したまいて，
じゆうりきそん さんみよう

十力尊たる者（仏陀）によって三明の智が獲得せられたる，
いくコーテイ

まさにその時，十方の幾拘服もの［仏］国土74は震動したり。
あいぎよう

[仏陀の］面前に来集せる75, ［正］法を愛楽する菩薩たちは，

[仏陀の］足もとに平伏して， かくの如く述べたり。
ひけん おぞ

｢疲倦あることなきや。われらの面前にて， あれほどに‘|旱ましき， かの軍勢は，
おんみ しょうじんりき さいは

[御身の］智慧・福徳の力と精進力とによって推破せられたり」 ［と]・
もろもろ ナユタ け人てい

また76,諸の仏陀は那由多もの［仏］国土より傘蓋を献呈したり。
よきかな だいし ごうぶく

｢善哉大士よマーラ （悪魔）の軍勢は降伏せられたり。
うのう しこう

御身は，不死にして憂悩なき至高の地位を得たり。
さんがい しようぼう

三界に正法の雨を速やかに降らしめたまえ」 ［と]・

十方における最良の衆生（仏陀）たちは，腕を伸ばして，
さえず

カラヴインカ77烏の11韓りの如き言葉をもって告げたり。

｢われらに菩提が得られたるが如く， 御身は正覚を得たり。
そ だいご そうじ

あたかも。鮴と醍醐78との相似せるが如くなり」 ［と]。

3

4

5

じ人ずう

かくして，実に比丘らよ’欲界のアプサラス（天女）たちは，菩提の座に坐せる如来が神通を獲
おんてき さんがい き し どうばん

得し， 目的を成就し，戦闘に勝利し， マーラなる怨敵を打ち破り，傘蓋・旗幟・腫幡を掲げ，勇敢
じょうぶ だいじょうぶ

にして， 勝利によって輝き， 丈夫にして大丈夫であり，最高の医者にして偉大なる外科医であり，
しんもうじゆりつ さんく とん じ人 ち

獅子の如くにして恐怖に身毛竪立することなく，象の如く心をよく制御し， 三垢（貧・愼・痴）を
く え さ人みよう しゆくみようち てんげんち ろじんち けんじや

滅除せるが故に垢稜あることなく，三明の智（宿命智・天眼智・漏尽智）を得たるが故に賢者であ
し ぽる とうひがんしや

り， 四爆流79を渡れるが故に到彼岸者80であり，唯一の宝蓋を保持せるが故にクシヤトリア［の王］
しやり らんかく び く

であり，悪法を捨離せるが故に三界のバラモンであり，無明の卵殼を破砕せるが故に比丘であり，
あいじゃく しやも人 じようぎようぱらも人

一切の愛著を超出せるが故に沙門であり‘煩悩を断減せるが故に浄行婆羅門81であり, [軍］旗を
ゆうしや じゅうりき 二:うけつ

降ろさざるが故に勇者であり， 十力を有するが故に豪傑であり，宝蔵の如く一切の法宝を具足せる

[者であること］を知って，菩提82の座に向かい， かくの如き偶を以て， 如来を83讃歎せり。
じゆおう もと

6彼は樹王の下にて， マーラ （悪魔）の軍を制圧し，
おび

怯えることなく逃走することもなく， メール山の如く不動にして坐せり。
いくコーテイ リつぎ

7．彼は，幾拘砥もの劫において，布施・自制・律義によって，
しゆじゆう こよい

無上の菩提を修集84せり。それ故，今宵，彼は輝けり。

232

7｜チベット訳には「仏国土」 (sansrgyasshi]i) と訳されている。

7う 「面前に来集せる」の部分のチベット訳は「共に来集せる」という意味の訳文になっている。

76チベッ卜訳には「また」 (ca)に当たる訳語はない。

77 kalavinkaについては， 第21巻第1号所載の拙訳（註128) を参照されたい。

78 「酢と醍醐」については’ 第20巻第1号所載の拙訳（註454） を参照されたい。

79 「四暴流」とは「欲爆流・有暴流・見爆流・無|ﾘ1爆流」である。

80「到彼岸者」とは「輪廻の苦海を渡り終えて浬雌の彼岸に達した者」である。

別「浄行婆糀|Ⅱ1｣ (Srotriya) とは「ヴェーダ期典に通じた博学のバラモン」である。

82 『下巻』には「菩薩」 と誤記したので， 「菩提」に訂正する。

馴）チベット訳には「如来を」 (tathagatam)に当たる訳語はない。

剛「修集」 (samudanita) とは「修行して身に集めること」である。

ワワ1
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国際文化学部論集第21巻第3号(2021年1月）

じ人くﾞ いくコーティ

実に，無上の菩提を尋求するが故に，彼は，幾拘砥もの劫における，
じかい ごんかい くぎよう あんみよう

持戒・禁戒・苦行によって，帝釈・梵天をも暗冥ならしめたり。
いくコーティ に人にくりき よろい かぶ

彼は，幾拘岻もの劫において， 忍辱力の鎧を被り，
もろもろ こんじき

諸の苦を忍耐したり。それ故に， ［今］金色の光明あり。
いくコーテイ しょうじんりき ごうゆう

彼は，幾拘砥もの劫において，精進力と剛勇によって，
はいそう

[敵なる］他者を敗走せしめたり。それ故にマーラの軍に勝利せり。
いくコーティ じんずうち

彼は，幾拘砥もの劫において，禅定と神通智によって，
もろもろ むにそん くぎよう こよい

諸の牟尼尊85を恭敬したり。それ故に，今宵まさに86供養せられたり。
いくコーティ たも人 しゃくじゆう

彼は，幾拘服もの劫において， 智慧と多聞87とを積集することによりⅢ
すうコーティ にようやく

数拘砥もの衆生を饒益8sしたり。それ故に，速やかに菩提を得たり。
うんま ぼんのうま

彼は穂魔89に勝ち． また， 死［魔］ と煩悩魔に［勝てり］・
てんま うのう

彼は天魔90にも勝てり。それ故に，彼に憂悩あることなし。
てんちゅうてん

彼は偉大なる天中天にして， 【諸天神からも供養せらるべ<9'l
さんがい あたい

三界（全世界）において供養されるに値せり。
ふく でん

福徳を希求する者たちの［福］田92にして，甘露の果を与える者なり。
おう ぐ§ しや しやせ

彼は最高の応供者93にして， ［彼に対して］捨施せられたる布施の功徳は，実に91,

無上の菩提が獲得されるまでの， その間において， 消失することなし。
みけんぴやく どう いくコーティ ヘ人しよう

彼の［眉間白］毫から光明を発し，幾拘砥もの［仏］国土が遍照せられたり。
にちがつ ふ<へい もろもろ

日月等［の光明］は覆蔽せられたるも，諸の衆生は明るく照らされたり。
しんしきびれい げ入ようたんじよう ようぼうたんごん

彼は，実に， 身色美麗にして，顔容端正，容貌端厳なり。

優美なる相を有する者， ［衆生の］安楽を願う者三界にて供養せらるべき者なり。
じそんしや まな二

自存者なる彼の眼は極めて清淨にして， 多くのものを観察せり。
しんしき

[すなわち］諸の国土と衆生の身体95と．心識あるものと心識なきものとを。

彼の耳は極めて清淨にして，無数の音声を聴聞せり。

[すなわち］諸の天界と人界の［音声]， また，勝者（仏陀）の法語なる音声を。
ちようこう

彼の舌は長広にして， カラヴインカ烏の如く音声優美なり。
じゃ<めつ

寂滅に導く甘露の法を，彼より，私たちは聞くならん。

8

9

234 10

11

12

13

14

15

16

17

18

236 19
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83「牟尼尊」 (munindra) とは「牟尼の王（偉大なる聖人)」の意である。

86チベッ卜訳には「今宵ここに」 (domodhdi la) と訳されている。

87 「多聞」 とは「多くを聞き学び知っていること」つまり 「博識」の意である。

38「饒益」 とは「利益を与えること」である。

89「穂魔」 とは「五穂和合の身体」をさす。身体は心の平和を乱す原因となるから, 1篭の一種とされる。

Ⅸ' 「天l篭」とは「仏道をさまたげる天子魔」であり，通常は「欲界最上位にある他化目在天の魔王」をさす。なお， 「煩悩魔・

瀧魔・死魔‘天魔」を「四魔」 （衆生を悩ます四種の魔） と呼ぶ。

9！ 【 】内の原文は全写本にあり， チベット訳にも相当訳文があるが，文脈上も韻律上も不要である。

92 「福田｣ とは「福徳を育てる田地」の意であり, 「その人に供養することによって多くの柵徳を積むことができるような。
徳の高い聖者」を意味する。

93「応供者」とは「供養を受けるにふさわしい人」の意。

91 「捨施せられたる布施の功徳は． 実に」の部分は， チベット訳では「彼に布施をほどこすならば， それは」 という意味の
訳文になっている。

95「衆生の身体」は． 方広には「衆生身業事」 と訳されている。
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和訳「ラリタヴイスタラ （改訂版)」 （第22~23章）

21. マーラの軍勢を見たりといえども，彼の心意は動揺することな<,
みようえ

また，天衆を見たりといえども，妙慧ある彼は歓喜することなし。

22刀剣や矢などによって，彼はマーラの軍を破りたるにあらず。
ごんかい あ

真実・禁戒・苦行［の力］によって，彼は悪しき力士に勝利せり。

23． ［菩提の］座より動くことなくして， しかも彼の身体は傷害せられざりき。
あいじゃ〈 しんに

その時に， ［彼の心に］愛著あることなく, I|眞悪を生じることもなかりき。
おんみ き しょうぎよう しゅじゅう

24． 御身の法を聴いて， 正行96を修習せんと欲するところの人間や天神たち，

彼らには，実に， 利得がよく獲得せらるくし。

25．勝者の福徳と威光に満ちたる者よ，御身を称讃せる， その福徳により，
にんちゅう な

［私たちは］みな，速やかに， 人中の月なる御身に等しき者に成らんことを。

おうし

人中の牡牛たる導師（釈迦牟尼）が菩提を証得し，
ナニタ ごうぶく

那由多もの［多くの］国土を震動せしめ， マーラを降伏するや，
おんじよう さえず ご人おん

梵天の如き音声カラヴインカ烏のI縛りの如き言音をもって，
げじゆ

導師は， まず最初に， この（次の）偶頌を説きたまえり。

｢福徳の果報は安楽にして， 一切の苦悩を滅除する。

また，福徳を有する人間の願望は成就せられる。
ごうぶく

また， マーラを降伏して，速やかに菩提を証得する。
じゃ<めつしょうりょう ねはん

[さらに］ また，寂滅の清涼なる境地たる浬藥に達する。
ぞうさ えんそく

されば．福徳を造作することに，誰が厭足の念を生ずべけんや。

また，甘露の法を聴いて，誰が厭足の念を生ずべけんや。
りんちゆう しじゆう

また． 人なき林中に止住して，誰が厭足の念を生ずべけんや。
い さ

衆生の利益を為作97することに，誰が厭足の念を生ずべけんや｡」

そして98, ［如来は］手を伸ばして， ［来集せる］菩薩たちに告げたり｡99
な

｢供養は［すでに］為されたり。各自の国土に戻られよ」 ［と]。

[菩薩たちは］みな，如来の足もとに敬礼をなしてから，
しようごん

さまざまの荘厳をもって． それぞれの国土に去りゆけり。
だいしゆうらい

また‘ かの， ナムチ（悪魔）たちの大襲来を見て, 100
ぜんぜい ゆげしんぺん

同じくまた，善逝が悠然として遊戯神変を現じたるを見て，
もろもろ ほつがん

諸の衆生は，比類なき心を以て菩提に向けて発願せり，
ごうぶく う

｢勢力あるマーラ （悪魔） を降伏して，甘露を得くし」 ［と]。

26

ワワ
合I238

28

29

30

しようがく げんしよう

比丘らよ’ 如来が，菩提樹下において，獅子座に坐して正覚を現証せる時 その刹那に，無量な

妬「正行」 (pratipatti) とは「聖道に入るための正しい実践」の意である。

97 「為作」とは「つくり出すこと」である。

98チベッ卜訳には「そして」 (ca)に当たる訳語はない。

”この一行のチベット訳は「菩薩は手を伸ばして告げたり」という意味の訳文になっているが， これはチベット訳者の誤解

と思われる。釈迦牟尼はすでに菩薩ではなく正覚者だからである。

'{x}この一行のチベット訳は「[マーラの］軍勢がおびただしく出現したる． それを見て」という意味の訳文になっている。
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いつこう

る仏陀の遊戯神変が出現したり。それらは、一劫［もの長時間］を以てしても， 后

易ならざるなり。

そこで， かくの如く言われる。
てのひら な

31. この101大地は，掌の如く平坦なるものと成り，

幾百もの満開の花弁が，光明を発して出現したり。
お じ ぎ な

［また］百千もの天神たちが菩提の座に御辞儀を為せり。
し し く

この［如来による］獅子I孔の第一の前兆が，今ここに見られたり。

32三千［世界］の幾百もの樹木が菩提の座に御辞儀を為せり。
しゆうほう

無数の秀峰'02や， 山王メールも， 同様に［お辞儀を］為せり。
じゆうりきしや

［また］梵天と帝釈天も十力者（如来）に近づき御辞儀を為せり。
にんちゅう Ifん ゆげ

これまた， 人中の獅子なる者が菩提の座に現ずる遊戯なり。

33103. また [如来が］身体より百千の光明を発して､
しょうしゃ みようこくど へんしょう さんあくしゆ ちんせい

勝者（諸仏）の妙国土を遍照するや，三悪趣は鎮静せられ，
せつな しゅゆ むかしょ かんさん

また， その後の刹那・須爽の間に，無暇虎は閑散となれり。
ふんこ人 じょうよく しんに

また盆恨．情欲・愼志［等］は， 如何なる衆生をも苦しめざりき。

これまた， ［菩提の］座に坐せる人中の獅子（如来）の遊戯なり。
ほうじゅ

34． 月・太陽・宝珠．火．電光， また，天の光明は，
びやく ごうそう ふぐへい

光輝ある者（如来）の［白］毫相に覆蔽されて輝きを失えり。

衆生は今やlO4,誰も芙飾(如来)の頭頂を視ることを得ざりき。

これまた， ［菩提の］座に坐せる人中の獅子（如来）の遊戯なり。
てのひら

35． また，掌で触れられた大地は，六種に震動し’
と らめ人

それによって， ナムチ（悪魔）の軍勢は兜羅綿'05の如く吹き飛ばされたり｡
と しょうぜん か えが

ナムチは矢を把り， ［’哨然として］地面に［何かを］掻き描けり'06．
ゆげ げん

これまた， 人中の獅子（如来）が［菩提の］座にて遊戯を現じたるなり汁

説き尽くすこと容

240

242

ル
ー○

[以上] 「成正覚品」と名づける第22章なり。

'0'チベット訳には「この」 (iyam)に当たる訳語はない。

'02｢秀峰」 (girivara)は， チベット訳には単に「山々」 (rirnams) と訳されている。

'('3この偶は5行で一偶を成していると見なされる。

l04チベット訳には「今や」 (iha)に当たる訳語はない。

'05｢兜羅綿」 (tula) とは「軽い綿」であり． 「寝台の中に入れる綿の一種」である （『佛教語大辞典」 995頁参照)。
'鮪チベット訳は「何かの文字を言けり」 という意味の訳文になっている。戦闘に敗れたマーラ （悪魔）が‘|肖然としている風
景を， 「棒のようなもの（ここでは矢）で地面に何かを描いている姿」として描写するのは．古くから伝わる表現法である。
この場面の方広には「以杖而壹地（杖を以て地を薑く）」 と訳されている。
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第23章（讃歎品)107

じようごてん うによう せんだん

また， その時，浄居天に属する天子たちは菩提の座に坐せる如来を右邊して， 天界の栴檀の香244

末を注ぎかけて， かくの如き， 《適切なる'08》偶を以て讃歎せり。
とも

’ 世間に燈火を点す者は出現したり。世間の庇護者【よ】 ，光明を放つ者【よ'09】。
もうあん まなこ

盲闇となれる世間に。煩悩を捨てたる者（如来）は，眼を与えたまう。
お人み

2､御身は戦闘に勝利し，諸の福徳により願望を成就せり。
びゃ<じよう

また， 白浄の法を円満具足せり。御身は衆生を満足せしむくし。
ざいごう でいちゅう あんじゆう

3．実に［御身］ガウタマは罪業なく ，泥中より脱して陸地に安住せり110◎
だいぼる

［御身は］大暴流に流されたる他の衆生をして［彼岸に］渡らしむくし。
たくえつ

4．偉大なる智慧ある者よ，御身は卓越し，諸世間において無比なる人物なり。
おせん は

世間の諸法に汚染せられざる，御身は水中に生えたる蓮華の如し。
こんすい やみ じゅかい

5。 久しく昏睡し， 闇の聚塊に積われたる， この世間を，
とうみよう よ かくせい

御身は， 智慧の燈明によって，能〈覚醒せしめたまわん。
やまい ひつのう しょうるい

6．煩悩の病に逼悩せられて，久しく苦しめるul生類の世界に，

一切の病から解放する医王たる御身はu2出現したまえり。
むかしよ

7． ［世間の1'3]庇護者なる御身が出現したるが故に，諸の無暇虎は閑散たるものとなり，

諸の人間と天神たちは，実に，安楽に満ちたるものとなるべし。

8．優美なる人中の牡牛たる御身の姿を目にするところの，
せんごう あくしゅ

その者たちは，千劫にわたり，決して悪趣に赴くことなからん。
れいり

9． ［御身の］法を聴くところの， その者たちもまた，怜,,利にして壮健なる者，
ふい な

深遠にして，執著を減尽せる者，怖畏なき者と成るべし。
けばく げだつ

1O. また， みな，煩悩の繋縛を断ち切り。速やかに解脱して，
しゆじやく

取著の念を離れたるll4,清浄なる最高の果報を得るに到らん。
おう ぐ・ しや しょ く もつ あたい な

ll. また彼らは’世間の応供者にして諸供物を受納するに値する者に成り，
ねはん

彼らに対する布施の功徳は少なからずして全てが浬梁の因となるべし。

246

かくの如く，実に比丘らよⅢ 浄居天に属する天子たちは， 如来を讃歎せるのち，合掌して如来を
いつぽう

敬礼しつつ， 〔合掌して''5]一方に立てり!'6。

'07方広にも 「讃歎品」と訳されている。

108｢適切なる」 (sarUpyabhir)は全写本に欠落しているが． チベット訳によれば挿入すべきである。

'(p｢世間の庇護者」 「光明を放つ者」は， いずれも主格とも呼格とも見なされうる。呼格とみれば， 「世間の庇護者よ」 「光明

を放つ者よ」と訳すことになる。

''0『下巻』には「安立せり」と訳したが， 「安住せり」に訂正する。

,,｣チベット訳には「苦しめる」 (atura)に当たる訳語がなく， 「久しく煩悩の病に逼悩せられたる」という意味の訳文になっ

ている。

ll2チベット訳には「御身は」 (tvam)に当たる訳語はない。

ll3チベット訳には「世間の」に相当する訳語(hjigrten)がある。

u‘l｢取著の念を離れたる」 (nirupadana) とは「世俗的欲望から解放された」の意である。

''5この箇所の「合掌して」 (prarijalayas)は，文脈上不要であり， チベット訳にもこれに当たる訳語はない。

1,6｢一方に立つ」とは「特定の場所に自分の立ち位置を決める」の意である。方広には「於一面立（一面に於て立つ)」 と訳
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こうおんてん

さて，その時また，光音天の天子''7たちは，菩提の座に坐せる如来を，天界のll8,色々な種類の花・
〈んこう と ゆ さんがい き し どうばん う【.:･ようさんぞう

薫香・香料・花環・塗油・傘蓋・旗幟・腫幡によって供養しll9,右逵三匝なせるのち， かくの如き

偶を以て讃歎せり。
じんじん おんじよう むに

12甚深なる覚知ありて，甘美なる音声を有する，牟尼よ。
ぼんおん おんじようゆうが

最勝なる牟尼よ，梵音の歌の如く音声優雅なる者よ，
さいしようしゆみよう しゆういつむじよう

最勝殊妙にして秀逸無上なる菩提を獲得せる者よ。
ひがん きみよう

一切の音声の彼岸に達したる者よ， 御身に帰命せん。
しま き えしよ

13. 御身は救助者御身は洲， 御身は帰依虚にして，
じしん ぎよう

御身は慈心を行ずる世間の庇護者なり。
ぱつじよ

御身は，実に120,矢を抜除する最高の医者にして，
いや しじよう

病を癒し福利を与えること， 御身を至上となす。
ねんとう かいく§う

14. ディーパンカラ'2｣ (燃燈）仏に会遇するや否や，
ひみん もうまん しゆじゆう

御身は，慈と悲慰の雲の網綬を修集したり。
ひごしや かんろ しずく

庇護者よ，甘露の滴の雨を降らしめて，
ねつのう しず

天神や人間の熱悩を鎮めたまえ。
さんがい

15. 御身は， 三界において汚染せられざること蓮華の如く，

御身の堅固にして動揺せざること，実にメール山の如し。
せいどん こんごう

御身の誓言の堅固なること，実に金剛の如く，

御身は'23最勝なる徳の全てを有する月 ［の如き者］なり123。

248

かくの如く，実に比丘らよ’光音天の天神たちは， 如来を讃歎せるのち，合掌して如来を敬礼し

つつ，一方に立てり。
ぜんぼん ぼんしゆてん

そ~れからまた， 〔比丘らよ124〕スブラフマン'25 (善梵）天子を初めとする，梵衆天'26の天神たちは，
いくひや〈せんｺｰﾃｲｰﾅﾕﾀ じゆほう ぞうがん

菩提の座に坐せる如来を，幾百千拘岻那由多もの珠宝の象嵌せられたる宝石の網を以て覆い，右

逵三匝なせるのち， かくの如き，適切なる偶を以て讃歎せり。

250 16.清浄・無垢なる智慧の光明と威光とを有し，

最勝なる，三十二の妙相を具有せり。

されている。

''7｢光音天の天子」は．方広には「遍光天子」 と訳されている。

ll8チベット訳には「天界の」 (divyair)に当たる訳語はない。

''9｢供養し」の部分のチベット訳は「作法に則り供養し」という意味の訳文になっている。

'2Oチベット訳には「実に」 (khalu)に当たる訳語はない。

121dipamkal.a (燃燈仏）については， 第19巻第1号所載の拙訳（註39)を参照されたい。

122チベッ卜訳には「御身は」 (tvam)に当たる訳語はない。

'23｢月なり」の部分のチベット訳は「月の如し」 という意味の訳文になっている。

'2↓｢比l正らよ」 (bhiksavah)は東大主要写本に挿入されているが， チベット訳には相当訳語がないので削除すべきである。

'25subrahmanは「賢善なる梵天」の意であり‘ ここでは「梵衆天の主の名」として用いられているが．方広にはこの名に
当たる訳語は見当たらない。

'26｢梵衆天」 (brahma-kayikah)については第19巻第4号所載の拙訳（註103) を参照されたい。 『下巻」には「梵身天」と
訳したが「梵衆天」に訂正する。方広にも 「梵衆天」と訳されている。
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みようち

正念あり，英知あり，功徳と127妙智を有して，
ひけん ずめん

疲倦あることなき， 御身を［われらは］頭面をつけて礼拝せん。
さん〈 けが

三垢'28の減れあることな<,無垢・清浄にして，
さんがい めいせい さんみよう

三界に名声が鳴り渡り， 三明'29を得たり。
さんしゆ まなこ

最勝なる三種の解脱'30なる眼を与える者にして，
ざんげ人

清浄なる三眼'3'を有する御身を礼拝せん。
じよくえ ぱつじよ おんじゆう

[御身は］悪世の濁械を抜除し，温柔なる心意を有し，
あいみん ひしん たくえつ

哀感と悲心とによって卓越し，衆生に利益を与えたまう。
きし人

牟尼の喜心によって卓越し，寂静なる心意を有する，
しやしん

御身は疑念より解放する者にして132,捨心に安住せり。
ごんかい

[御身は］禁戒と苦行とによって卓越し，衆生に利益を与え，
しよぎよう

自らの所行は清浄にして，所行の彼岸に達したり。
したい げだつ

[御身は］四諦を顕示して，解脱に安住し，

[自ら］解脱して，他の衆生をも解脱せしめたまう。

岡リカと威勢とを有するナムチ（悪魔）が， ここに来たれるも，
しょうじん ごうぶく

智慧による精進と， また慈心によって（悪魔を）降伏したまえり。
しこう

また， 御身は，不死なる至高の地位を獲得せり。

邪悪なる軍勢を減尽せる，御身を［われらは］礼拝せん。

17

18

19

20

252

かくの如く，実に比丘らよ’ スブラフマン天子を初めとする，梵衆天の天神たちは， かくの如き

偶を以て如来を讃歎せるのち， 合掌して如来を敬礼しつつ， 一方に立てり。
しょうびやく いま

その時， 《また'33》かの清白の部に属するマーラ （悪魔）の息子たちは，如来の在すところに近づ
さ入がい ちようがい おお

き来たりて，大きな宝石の傘蓋と帳蓋とを以て如来を覆い，合掌して，如来を， かくの如き適切な

る偶を以て讃歎せり。

21.極めて強大なる御身の力と恐るべきマーラの軍勢とを，我らは眼前に見たり。
いちせつな

かの，甚だ畏怖すべきマーラの軍勢をも，御身は一刹那のうちに制圧したり。
ふる

御身の身体は立ち上がることなく‘|栗えることもなく’34, また言葉を発することもなかりき。
そ人すう

一切の目的を成就せる135牟尼よ‘一切世界に136尊崇せられたる御身を，我らは礼拝せん。

l27チベット訳には「功徳と」 (guna)に当たる訳語はない。

'2恩｢三垢」とは「負欲･ 1眞患・愚蹄」のこと。

'29｢三Iﾘl」とは「宿命通・天眼通・漏尽通」のこと。

'3｡｢三種の解脱」 とは「空・蝋相・無願」の三解脱門を指すと思われる。

l31この「三眼」は「肉眼・天眼・聖慧眼」の三種を指すと思われる。

'32方広には「調除三疑（三疑を調除［けんじよ］ して)」と訳されている。 「三疑」については詳細不明であるが,法蔵館『総

合佛教大辞典』 （237頁「疑」の項目）には「自らを疑い，師を疑い，法を疑うのを三疑という」 との説明がある。

'33「また」 (khalu)は‘東大主要写本には欠けているが．文脈上の整合性からみて挿入すべきである。

13!｢御身の身体は立ち上がることなく， ′I粟えることもなく」の部分は， チベット訳では「御身は立ち上がることなく， また，

身を‘|梨わせることもなく」 という意味の訳文になっている。

'35｢一切の目的を成就せる｣ (sarvarthasiddha)は．釈尊の個人名（サルヴァールタシッダ） と見ることも可能である。

'36｢一切i ll界」 (sarvaloka)は， チベット訳には「三界」 (hjigrtengsum) と訳されており，梵文と合わない。

ワワワ
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いくせんコーテイナユタ

ガンジス河の砂塵に等しき，幾千拘岻那由多ものマーラたち137,
あた

彼らは， 御身を菩提の大樹より動かし離れしむること能わざりき。

ガンジス河の砂に等しき，幾千拘岻那由多もの祭式を設けて，

[その後に］菩提樹下に坐したれば， その故に御身は，今日，光り輝きたまえり。
いと

最愛の妻や‘愛しき息子たち． また，下女や下男たち，
おんりん じようゆう じゆらぐ ちゅうぐう さL,によ

[自分の］園林や城邑領地や聚落王国や中宮［妖女たち]，
め ぼだいぎkう

手l38 .足・頭や， また， 眼や舌なども，御身が'39至上の菩提行を修行せる時，
しやせ

捨施せられたり。それ故に， ［御身は］今日。光り輝きたまえり。
じ入りき よろい

御身によって， 「われは仏陀と成るべし。禅定・神力・覚知の鎧を身に着けて。
〈かい い〈コーテイナユタ しようぼう

苦海に流されたる幾拘砥那由多もの［多くの］衆生を，正法の船によって，

自ら渡らしむくし」 と，幾度となく発せられたる言葉
せぃがん もろもろしようるい どだつ

まさにその御身の誓願は成就せられたるが故に，諸の生類を度脱せしめたまえ。
ろんじちゆう まなこ

論師中の牡牛にして世間に眼を与える者（仏陀）をMO讃歎せるところの功徳により，
かんぎゆやく がん<’

我らはみな心に歓喜踊躍を生じ， 一切智の地位を願求せり。
もろもろ しゅじゅう

諸の仏陀によって称讃せられたる，比類なき至上の菩提を修集して，
けんぞ〈 さいぶく (､っさいち

[御身と］同様にかのマーラの春属を催伏し， 一切智の地位を［我らも］証得せん。

22

254 23

24

25

かくの如く，実に比丘らよ’ マーラの息子たちは， 如来を讃歎せるのち，合掌して如来を敬礼し

つつ， 一方に《立てり!‘''》・
いによう

さて，それから，他化自在天子は，幾百千もの［多くの］天子たちに囲僥せられ，侍従せられて，

ジャンブー河産の黄金色'42の蓮華を如来に散じて，面前にて， かくの如き1局を以て讃歎せり。
こんわく

26言語には虚偽あることなく，昏惑なく，混乱することなく，
ちみよう ざいく しようとく

煽冥と罪垢とを滅除して，甘露（不死）の道を證得し，

天界と人界との威徳と所作とにおいて［御身は］無比なる地位にあり。
さんぜん えいち ずめん

燦然たる正念と'43英智とを有する者を， ［われは］頭面をつけて礼拝せん。
じ人あい く え

27．悦楽を生じ。煩悩を減し，塵挨と垢械とを除去し，
かいかつ

非常に快活なる言葉によって， ［御身は］天神や人間を喜ばせたまう。
こうばく

美しき身体より広博たる光明が発散せられたれば, !“

天神と人間との王たるが如く， ［御身は］ この世界に君臨せI)。
さいは つうだつ

28敵衆を催破し，最高の所行に通達し，

256

'37｢マーラたち」 (marah)は， チベット訳には「マーラの娘たち」 (bdudkyibumo) と訳されており，梵文と合わない。
方広には「魔衆」 と訳されている。

'錦｢手」 (hasta)は． チベット訳には「象」 (gla'ipo[=hastin]) と訳されており，梵文と合わない。
139チベット訳には「御身が」 (te)に当たる訳語はない。

'40｢世間に眼を与える者を」の部分のチベット訳は「世間に眼を与える御身を」という意味の訳文になっている。

M1東大主要写本には「立てり」 (taSthuh)が欠落しているが．文脈上もチベット訳I､二よっても挿入すべきである。
'42チベット訳には「色」 (varna)に当たる訳語はない。

'43チベッ卜訳には「正念と」 (smrti)に当たる訳語はない。なお， 「~ﾄﾞ巻」の訳文には．不注意により 「正念と」が欠落し
ているので， これを挿入する。

'4'この一行のチベット訳は「美しき身体から光明が発散せられ．塵垢は全くなきが故に」という意味の訳文になっている。
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ぞんね人

人間と天神との世界において愛好せられ，他者の存念を清め，
しよぎよう

甚だ賢明にして思盧深く ，最高の所行を［衆生に］分与したまう。
じゆうりき

今や， ［御身は］十力ある者の赴く道'45を進みたまえ。
こもう けばく しやき

多大なる生存への執著と虚妄なる〔大'46]苦悩の繋縛とを捨棄し，
きょうどう

天神や人間の存念と礼節（律） とを正しく教導し，
しゅうゆう

[御身は］天空にある月の如く， 四方に周遊したまえり。
まな二 き えしよ

この三界の地において147, ［衆生の］眼また帰依虎と成りたまえ。
さぐらん

人間と天界とへの愛着も， また感官の対象への錯乱もなく，
きょうら<

愛欲の享楽を捨離して，清浄なる安楽を享受したまえり。
ほうこう

大衆に向かってI包嘩すること， 三界において御身に並ぶ者なし。

実に， 御身は今や，生類の救助者保護者，帰依虎なり。

29

3(）

258

かくの如く，実に比丘らよ’ ［他化］ 自在天子を初めとする，他化自在天の天子たちは， 如来を

讃歎せるのち，合掌して如来を敬礼しつつ， 一方に立てり。
けら〈 いによう

それから， また、スニルミタ!‘18 (化楽）天子は，天神衆に囲僥せられ,侍従せられて，種々なる【宝
そうざい

石の'49】繪線'50によって如来を覆い，面前にて，かくの如き偶を以て讃歎せり。
く え くち〈

31.御身は， 三種の垢稜を駆逐したるが故に，法の光明を発したり。
〈． ち じゃけん むみよう さいめつ ざんち えいよ あふ

愚擬と邪見と無明とを催減し，漸恥と栄誉とに満ち溢れたり。
じゃもう たんわ〈

邪妄の道に耽惑せる， これらの民衆を甘露（不死）へと誘導したまえば，
とうびょう

［御身は］ この世間に出現したる塔廟として151, 天界と人界とに供養せられたり。

32．御身は治療に熟達せる医者にして， まさに甘露の楽を与えたまう。
しゃくじゆう ぜ人しよう ずいめ人

邪見と煩悩と無明との積集と，前生からの随眠と，
う し人 やまい おうしやく しようしや

有身の者たち（衆生）のあらゆる病とを，往昔の勝者の道により滅除したり。
しじよう ゆぎよう

それ故に，至上の医師なる導師として， 御身は地上に遊行したまえり'52。
にちがつ せいしん

33． 日月の光明， また，星辰，宝珠， はたまた火焔， 帝釈・梵天の光明ですら，
く どくじゅ きえい

功徳聚［たる御身］の前にては輝映あることなし。
しょうよう あふ

智慧光を放ち，照耀として，光明と威光とに溢れたる，
け う しようち ずめ/“

御身の希有なる正智を眼前にして， ［われは］頭面をつけて礼拝せん。
きょうどうしや せつじ

34．甘美なる言葉を語る教導者にして，真実と非真実とを説示し，

26(）

M5『下巻』には「十力ある者に赴く道」と訳したが， 「十力ある者の赴く道」に訂正する。釈迦牟尼はすでに「 |-力ある者（仏

陀)」だからである。

'46束大主要写本には「大」 (maha)が挿入されているが． チベット訳にはこれに相当する訳語はな< ,文脈上も韻律-上も不

要であるから削除すべきである。

l47チベット訳は「この三界の地において傑出し」 という意味の訳文になっている。

'48sunirmitaは「化楽天王の名」として川いられる。

'49｢種々なる宝石の｣(nanaratna)の部分については諸写本の間に混乱が認められ、チベット訳には相当訳文がない。ただし．

方広には「種種花謹珍寶繪採」 との訳文が見られる。

'訓!｢繪線」とは「絹の採紐（あやひも)」のこと。

'51『下巻」には「この世間に出現せる ［御身の］塔廟は」 と訳したが、 「[御身は］この世間に出現したる塔廟として」に訂

正する。

152ViCaraSiを． 「下巻」には「遍歴する」と訳したが， 「遊行したまえり」に訂正する。

ワワQ
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温順にして静穏なる意識制御されたる感官寂静なる心を有したまう。
にんてん

教師［たる御身］は，教化せらるべき人天の衆に教示したまう。
にんちゅう おう ぐ『

シヤーキヤ族の尊者， 人中の牡牛， 人天の応供'53 [たる御身］ を礼拝せん。
みょうち ごご人

正智あり，至上なる妙智の語言を具有して15+1 , 三界［の衆生］を覚知せしめ
さんく え さ人みよう さんげだつ せつじ

三垢械を除減しては， 三明と三解脱とを説示したまう。
きょうけ

牟尼よ， ［御身は，衆生の］理解力に応じて教化の適否を識別す。
きどく にんて人

三千［世界］において奇特なりて， 人天に尊崇されたる'55御身を礼拝せん。

35

けんぞくしゆう

かくの如く､実に比丘らよ’ スニルミタ天子は，春属衆と共に如来を讃歎せるのち，合掌して如

来を敬礼しつつ，一方に立てり。

それからまたサントゥシタ｣5' (i¥)天子は兜率天に属する天神,訂たちと共に,如来のもと
てんえ

に近づき来たりて， 広大なる天衣の網を以て菩提の座に坐せる如来を覆い，面前にて、 かくの如き

|局を以て讃歎せり。
とそってんぐう

36御身が兜率天宮に住したまえる時そこにおいて，
こうだい

御身によって説かれたる， かの高大なる法
きょうかい

かの教誠は断滅することなく ，
二人にち ほう ぎよう

今日においてもなお， 天子たちは法を行じたり。
えんそく

37． ［御身を158]見ることに［我らは］厭足を生じることなく，

［御身の］法を聴くことにも厭足を感じることなし。
く どく うみ とうみよう

功徳の海たる者よ， ，世間の灯明たる者よ，
まどころ

［我らは］御身に対し，頭面をつけ，真,L,を以て敬礼せん。
げしよう

38御身が兜率天より下生したる， かの時に，
むかしよ くうげん

御身は一切の無暇虚を空閑ならしめたり159。

菩提樹下に坐したまえる時には，
ちんせい

あらゆる衆生の煩悩を鎮静せしめたり。
じんく。

39． そのために［御身が］高大なる菩提を尋求し，
ごうぶく

また， マーラを降伏して［菩提を］獲得したる，
せいがん

御身の。かの誓願は成就したるが故に，
ほう りん

速やかに，高大なる［法］輪を転じたまえ。
あいぎよう しようるい

40．法を愛楽l60する，幾千もの多くの生類が，
もう

「いざ法を聴かん」と待ち設けたり。

262

'53mahitaは「箪崇された」の意であるが，文脈を勘案して「応供」 と訳した。 「応仙」とは「供養されるに値ずる」の意で

ある。

151｢下巻』には「至上の智と宣脱とを具有し」と訳したが， 文脈を勘案して「至上なる妙智の語言を具有して」に訂正する。

155『下巻jにはmahitaを「供養せられる」と訳したが． 「尊崇されたる」に訂正する。

'56samtusitaは「兜率天王」の名として用いられる。

'37｢天神」 (deva)は、 チベット訳には「天子」 (lhahibu) と訳きれており．梵文と合わない。

,5sチベット訳には「御身を」に当たる訳語(khyodla)がある。

159｢空閑ならしめたり」 (Sosita)はチベット訳には「浄化せり」 (sbyans[=viSodhital) と訳されており’梵文と合わない。
160｢愛楽」 とは「喜んで願い求めること」である。
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高大なる ［法］輪を速やかに転じたまえ。
う めいかい げだつ

幾千もの生類を有（迷界） より解脱せしめたまえ

かくの如く，実に比丘らよ‘ サントウシタ天子は。春属衆と共に如来を讃歎せるのち，合掌して

264如来を敬礼しつつ， 一方に立てり。
やまてん

それからまた， スヤーマ16］ （夜摩）天子を初めとする夜摩天の天神たちは， 如来のもとに近づき

来たりて，種々の花・香料・花環・塗油を以て。菩提の座に坐せる如来を供養なせるのち，面前に

て，かくの如き適切なる偶を以て讃歎せり。
じかい ざ人まい

41.持戒と三味また， 智慧において，
ま まさ

御身に等しき者あらず，況して勝りたる者をや。
しんげ

信解と解脱とに熟達せる如来たる，

御身を，頭面をつけて礼拝せん。
ぞうさ

42菩提道場に，諸天神によって造作せられたるところの，
じようみよう しようご人 けんげん

この浄妙なる荘厳が顕現したり。

御身が天神や人間に供養せられたるが如き，
ふさわ

かくの如き ［供養］に相応しき，誰か他の者のあるべきもなし。

43．御身の出現は無益なるものにあらずして，
なんぎよう しゅじゆう

そのために， 多くの難行が修習せられたり。
けんぞく

甚だ邪悪なる者（マーラ）を春属もろともに征圧して，
しようとく

御身は無上なる菩提を證得したまえり。
じっぽう

44． 十方［の諸国土］に光輝あらしめて，
とうみよう

智慧の燈明により三界を照らしたまえり。
あんこ<

［御身は'62]暗黒を滅除したまいて，
まなこ

衆生に最高の眼を与えたまわん。
いくこう

45． 御身［の功徳］を讃歎して，幾劫［の間］語り続けようとも．
もうこう あた

御身の毛孔［ほどの功徳］ですら． ［語り］尽くすこと能わず｡'63
めいせい

功徳の海なる者よ，世間に名声高き者よ，

如来たる御身を［我らは］頭面をつけて礼拝せん。

266

かくの如く，実に， かのスヤーマ天子を初めとする［夜摩天の164]天神165たちは，如来を讃歎せ

るのち，合掌して如来を敬礼しつつ， 一方に立てり。
てんしゆたいしゃ〈 さんじゆうさ入てん とうりてん

それからまた，天主帝釈166は，三十三天(1刀利天）の天神たちと共に，種々の167花.香料.花環．

'(i'sL,yamaは「夜摩天王」の名として用いられる。

l62チベット訳には「御身は」に当たる訳語(khyodni)がある。

l63この一行は，方広には「一毛孔功徳猶尚不能蓋」 と訳されている。

'64チベット訳には「夜摩天の」に相当する訳語(hthabbralgyi)がある。
'65｢天神」 (deva)は， チベット訳には「天子」 (lhahibu) と訳されており．梵文と合わない。

'66仏典では． インドラ神は「三十三天の王」として「天主帝釈」 (Sakrodevanam-indrah) と呼ばれる。

l67チベット訳には「種々の」 (nana)に当たる訳語はない。

281



国際文化学部論集第21巻第3号(2021年1月）

さんがい き し どうばん しようこ'ん

塗油・香末・衣l68 .傘蓋・旗幟・瞳幡の荘厳を以て如来を供養なせるのち､ かくの如き偶を以て讃

歎せり。
ざぃか

46牟尼よ， ［御身は］動揺せず，罪過なく，常に安定せることメール山の如く ，
ち え二う ぐﾞそく

十方に名声が鳴り響き， 智慧光あり，福徳と威光とを具足したまえり。
おうしやく いくひやく あつ

牟尼よ， 御身は，往昔，幾百もの仏陀を篤く供養したり。
しよういん ごうぶく

その勝因'69によるが故に、菩提樹下にてマーラの軍勢を降伏したまえり。
たもん くら き し

47持戒・多聞・三味・智慧の蔵にして，正智の旗幟なる者よ，
はさい まなこ

老・死を破推する医王にして，世間に眼を与える者よ。
さんく ふん二ん しやき しず じやくじよう

三垢と急恨とを捨棄し、 感官を鎮め，心意を寂静ならしめたる牟尼よ。
しやかぞ〈

御身に帰命したてまつる。釈迦族の牡牛にして，衆生の法王なる者よ。
しょうじん たくしゆつ ぼだいぎよう

48 ［御身は］精進の力勢を以て卓出せる，無数に等しき菩提行を生じたり。
ほうべん じ

［故に］智慧の力， 方便と慈の力，梵天の［如き］福徳の力加， それらの力は，
ほっしゅ

世尊よ， ［御身が］菩提に発趣せる'7'時に［すでに］無量に等しかりしも，
じゅうりき な

力ある者よ，今日さらに，菩提の座に坐して， 十力を有する者と成りたまえり。
きょう〈 せ人りつ

49．無数の［マーラの］軍勢を見て，全ての天神たちは恐’|塵し戦|栗せり。
しやも人

「菩提の座に坐せる沙門の王（菩薩）が， もしや退散するにあらざるや」と。
おび

［されど］御身はそれら ［の魔物たち］に'72脅えることも身じろぎすることもなく，
いちげき ごうぶく

重量あるもの（大地)'73を手の一撃によって震動せしめて，マーラの軍勢を降伏したまえり。
し し ざ

50．先人［たる過去仏］たちによって，獅子座において無上の菩提が得られたるが如く，
くつぃ

御身の［菩提の］證得も ［過去仏と］平等かつ同一にして， 別異あることなし。
いつさいち

意識も同等，心も同等なりて， 御身は自ら一切智を獲得したり。
じそ人しや ふくで人

それ故に， 御身は世間の最高者自存者にして，衆生の福田なり。

268

かくの如く，実に比丘らよ’天主帝釈は， 三十三天（‘|刀利天）の天子たちと'71共に，如来を讃歎

せるのち‘ 如来を敬礼しつつ． 一方に立てり。
しだいおうてん

それからまた， 四大天王たちは， 四大王天に属する天子たちと共に如来のもとに近づき来たり
かずら

て， アテイムクタカ・チヤンパカ・スマナス・ヴァールシカ・ダーヌスカーリン175の花環と蔓とを
いにょう ぎがく

携えて， 百千もの［多くの］アプサラス（天女）に囲繧せられ， 天界の伎楽を演奏しながら， 如来

を供養なせるのち， かくの如き適切なる偶を以て讃歎せり。
うるわ

51.語音まことに麗しく，音声は優美にして，
じゃ<じよう

月の如く寂静を顕示し，心意は清涼なり。
ちようこう

顔に微笑を浮かべ，舌は長広なりて，

270

l68チベット訳には「香末・衣」 (cICirna-clvara)に当たる訳語はない。

'69｢勝因」 (viSesa) とは「勝れた特殊性」の意である。

l70チベット訳には「梵天の」 (brahma)に当たる訳語はないが，方広には「大梵福」と訳されている。

'7!｢発趣せる」 (samprasthita) とは「～に向けて出発し進みゆける」の意である。

'72｢御身はそれらに」は， チベット訳では「御身は魔物たちに」という意味の訳文になっている。

l73gurubharaを「下巻」には「重擴［を持する大地]」 と訳したが． 「重量あるもの（大地)」に訂正する。

17!｢天子たちと」 (devaputraih)はチベット訳には「天神たちと」 (lharnams)になっており．梵文と合わない。

175ここに列挙される花名の原語は順次atimuktaka,campaka, sumanas,varSika,dhar:uskarinである。
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むに

至上の歓喜を与えたまう。牟尼よ，御身を礼拝せん。

一切の世界に， 人間や天神たちの，
みみよう

美妙にして愛好すべき音声や音響があれども, !76
ねいる

御身の優雅なる音色の声が発せられるや，
ふぐへい

談論中の'77全ての音声は覆蔽せられる。
とんよく しんに <･ ち ぼんのう しず

[御身の音声は］貧欲, I眞志愚癬，煩悩を鎮め，

非人（魔物）たちにも清浄なる快楽を生ぜしめる'78．
けが

[魔物たちは］汚れなき心を以て法を聴き，
しんせい

実に，彼らはみな，真聖なる解脱を獲得する。

御身は無知なる者たちを蔑視することなく，
おのれ お二・

[己に］知ありとの慢心にて鰭り高ぶることも決してなし。
きよどう ひくつ

御身は据傲なることなく， また，卑屈なることもなく，
ま なか そび

大海の真ん中に聟え立つ山の如くなり。

かくの如き衆生（御身）が世間に生じたるが故に，
りとく

人間たちは， ここに､ よく利得を獲得したり。
きちじようて人にょ

パドマー'79 (蓮華）なるシュリー（吉祥天女）の如き，
せよしや

財宝の施与者たる御身はl80, また，一切世間に法を施与したまわん。

52

53

272

54

RR
LノLノ

かくの如く ，実に【比丘らよ, 181】四大天王を初めとする《四182》大王天に属する天神たちは，菩

提の座に坐せる如来を讃歎せるのち，合掌して如来を敬礼しつつ， 一方に立てり。
げんとうが<

それから，実に虚空の神々は，如来のもとに来たりて，現等覚183を供養するために，天空の全体
ほうもう れいもう ほうがい ほうどう あやひも はなかんしょく しんじゆようらく わひも ほう

を宝網と鈴網と宝蓋と宝瞳と，宝と絹の線紐と宝の花環飾と， さまざまの真珠瑛略や花の環紐を棒
じ は人げつぼう しょうどん

持せる半身の天神たちと184, また，諸の半月宝とを以て荘厳して，如来に献上せり。 ［それらを］献

上し， また面前にて， かくの如き偶を以て讃歎せり。

274 56．牟尼よ，我らは天空に住するが故に，
しようるい しよぎよう

生類の一切の所行をあるがままに明らかに見る。

清浄なる衆生よ，御身の所行を観察するに，
いちね人

御身の一念たりとも迷乱するを見ることなし。

176本偶の_ヒニ行のチベット訳は「人間や天神たちの，美妙にして愛好すべき，世界に存在するところの，全ての音響は」と

いう意味の訳文になっている。

'77｢談論1 |1の」 (bhasamanam)のチベット訳は「人間の」 (mlyi) となっており，梵文と合わない。

'78『下巻」には「非人（魔物）の快楽を清浄なるものとならしめる」 と訳したが，誤訳と思われるので． 「非人（魔物）たち

にも清浄なる快楽を生ぜしめる」に訂正する。

'79padmaはpadma (蓮華）の女性形であり, Srl (吉祥天女）の別称とされる。

'馴)チベット訳には「御身は」 (bhava)に当たる訳語はない。

'8'｢比丘らよ」 (bhiksavah)は． 殆どの写本に省略されているが。 これを挿入している写本もある。

'82｢四」 (catur)は全写本に欠落しているが．文脈上もチベット訳によっても． これを挿入すべきである。

'8棚｢現等覚」 (abhisambodhi) とは「ものをあるがままに， そのまま見るさとり。正しくて完全なさとり」であり， 「そのよ

うな無上のさとりを得た仏陀」を意味する。中村元『佛教語大辞典」 339頁参照。

184｢花の環紐を棒持せる半身の天神たちと」の部分は、チベット訳には「花の環紐を。半身を現ILIIせる天ﾈII1たちに捧持せしめ」

という意味の訳文になっている。
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[御身を］供養するために来集せる菩薩たち，
どうし

彼ら， 人類の導師たちが天空に遍満せり。

されど，実に，彼らは虚空を自体となせるが故に，
そんかい

諸の宮殿を損壊することなし。

空中より花の雨が降りしきり，

大千［世界］は［花で］満杯となるべし。
からだ

それらは， ことごとく， 御身の身体に降り来たれるも，
もろもろ

諸の川が大海に流入するが如く ［満杯にならざる］なり。
さんがい はなかんしよく

我らは，傘蓋と花環飾と，
あやひも

首飾りとチヤンパカ花の練紐と．
しゆえい

珠櫻'85と， 月と， また，半月とを見る。

天神たちが［それらを］投下すれども。混合することなし186c

天空の全体に天神たちが遍満し，
もうはつ すきま

ここ （天空中）には， 毛髪の入る隙間もなし。
にそく

[天神たちが］二足（人間）の最勝者（御身）に供養をなせるも，
ごうま人 きょうがい

御身には傲慢も驚骸も生じることなし。

｢一向

O／

58

59

60

276

かくの如く ， 実に虚空の神々は，菩提の座に坐せる如来を讃歎せるのち，合掌して如来を敬礼し

つつ， 一方に立てり。
は

それから，実に大地の神々は，如来を供養するために地面の全体を掃き清め洗浄して，香水を
そそ さんぶ さらさ けんのう

灌ぎ， また，花を撒布し，種々の更紗の天蓋を広げて． 如来に献納なせるのち，かくの如き偶を以

て讃歎せり。

61.三千[世界]は金剛の如く破壊されざる堅固なものとI&り, 18$
かた

金剛の［如く堅い決意の］語句を以て， この方は菩提の座に坐せり。
こかつ

「ここにて， われの皮層と肉，骨の髄まで枯渇しようとも，

われは，菩提を得ずしては， ここより立たず」 ［と]。
じんずうりき

62． 人中の獅子たる者よ，御身がもし神通力を加えざれぱ，
あま

この'88三千［世界］の全体は，余すところなく破裂すべし。
亀ろもる

かくの如き大興奮を以て，諸の菩薩が来集し，
コーティ－

彼らの足裏［の圧力］によって，拘岻もの国土が震動するが故に｡l89
こうだい

63．今，大地の神々に高大なる利得がよく得られたり。
きようぎよう

最勝なる衆生が［その］大地を経行するが故に。
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lH5｢珠櫻」 (hara) とは「真珠でかざった，冠の紐」である。 「新漢語林」 （大修館書店） 「珠」参照。

1闇6｢混合することなし」 (nasamskaroti)は，方広には「雌雑凱」と漢訳されている。

187｢中巻」には「金剛の如く堅固に安立し」と訳したが’分かりにくいので， チベット訳に従って「金lilllの如く破壊されざ

る堅固なものと成り」に訂正する。

l鵠チベット訳には「この」 (lyam)に当たる訳語はない。

1s9本偶全体のチベット訳は「人中の獅子たる者よ、 もし御身が○三千［世界］の全体に神通力を加えざれぱ‘足の裏［の圧

力］にて震動せる拘岻もの国土は，かくの如く興稚して諸の菩薩が来集せる時． 余すところなく破裂すべし」という意味

の訳文になっている｡
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和訳「ラリタヴイスタラ （改訂版)」 （第22~23章）

じんあい みようじよう

世間に存在する全ての塵挨が御身により明浄ならしめられて､
とうびょう か

三千［世界］が塔廟と化したれば， 御身の身体［が塔廟たる］は言うに及ばず
すいじゆ

百千もの［多量の］地下の水聚のあらん限りを，
かて

また， 地上における生類の糧の何であれ，

三千［世界］の大地の全てを我らは保有せり。
きようじゆ

御身に一切を捧げまつらん。御身の'90欲するがままにこれらを'91享受されたし。
きょうぎよう すL，が

そこ （大地）にて御身が坐し， あるいは経行し， あるいは睡臥することの，
ぜんぜい しようもん

また，善逝の子にしてガウタマの声聞'92 (弟子）たる者たちが，

法の教えを説き． あるいはまた， それらを聴くことの，
ぜんどん えこう

[それらによる］全ての善根を我らは菩提に廻向せん。

64

65

かくの如く，実にフ

つつ， 一方に立てり‘

の如く，実に大地の神々は，菩提の座に坐せる如来を讃歎せるのち 合掌して如来を敬礼し

[以上］ 「讃歎品」と名づける第23章なり。

9oチベット訳には「御身の」 (tvam)に当たる訳語はない。

9'チベット訳には「これらを」 (imams)に当たる訳語はない。

92｢声聞」 (Sravaka)は．大乗仏教の三乗思想では「自己のさとりだけを求める出家者」として「独覚」とともに「小乗」

として軽視されるようになるが元来は「出家でも在家でも．教えを聞く人の意味であり． 仏弟子を意味した」 （『佛教語

大辞典』734頁参照)。
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